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議
員

十
三
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
新
平
塚
市
総
合
計
画
・

改
訂
基
本
計
画
第
二
次
実
施

計
画
は
、
本
年
度
が
最
終
年

度
と
な
っ
た
。
十
六
年
度
か

ら
の
第
三
次
実
施
計
画
は
、

新
市
長
に
と
っ
て
最
初
の
計

画
策
定
と
な
る
が
、
策
定
に

当
た
り
基
本
と
な
る
考
え
方

を
伺
い
た
い
。

市
長

近
年
、
市
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
、
地
方
分
権
の
推

進
な
ど
行
政
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
市
民

と
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
視
点
に
立

っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
骨

子
と
な
る
も
の
は
、
福
祉
の

充
実
を
含
め
た
「
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
ま

た
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
「
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
念
頭
に
策
定
に
当
た
っ
て

い
き
た
い
。

議
員

こ
の
計
画
を
進
め
る

た
め
、「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
公
共
事
業
再
評
価
ル
ー

ル
）」
を
取
り
入
れ
、
民
間

の
経
営
手
法
や
経
営
理
念
な

ど
を
導
入
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
体
制
や
基
準
設
定
を

考
え
て
い
る
の
か
。

助
役

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
行
政
活
動
の
透
明
性

や
説
明
責
任
が
伴
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
し

た
推
進
体
制
や
基
準
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
現

時
点
で
は
、
明
確
な
シ
ス
テ

ム
等
が
確
立
し
て
い
な
い
た

め
、
構
築
に
向
け
早
期
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
か
ら
意
見
を
募
集

応
募
の
状
況
聞
く

議
員

第
三
次
実
施
計
画
策

定
の
た
め
、
た
た
き
台
を
市

民
に
公
表
し
、
意
見
募
集
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
応
募
内

容
な
ど
を
伺
い
た
い
。

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
新
平
塚
市
総
合
計
画
・
改
訂
基
本
計
画
第
三
次
実

施
計
画
の
策
定
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
駅

周
辺
の
整
備
や
大
浜
地
区
の
区
画
整
理
事
業
、
環
境
の
分
野
で
は
、
ご
み
の
焼
却
処

理
や
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
の
分
野
で
は
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
策
定

や
地
域
福
祉
の
充
実
、
教
育
の
分
野
で
は
、
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
対
策
や
市
立
の

小
・
中
学
校
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
税
条
例
の
一
部

改
正
や
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
金
内
定
辞
退
に
つ
い
て
も
議
論
が
及
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
八
面
に
ご
紹

介
し
ま
す
。（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
は
、
二
面
下
段
に
掲
載
し
ま
す
。）

議
員

市
民
か
ら
の
声
を
聞

く
手
段
と
し
て
、
現
在
、「
市

長
へ
の
手
紙
」
や
メ
ー
ル
な

ど
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

市
長
は
八
月
に
市
民
と
の
対

話
集
会
を
行
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
か
ら
開
催
し
た

の
か
。

市
長

こ
の
市
民
と
の
集
会

は
、
市
長
が
市
民
の
目
線
に

立
ち
市
政
を
執
り
行
う
た
め

に
、
地
域
や
ま
ち
の
様
子
を

市
民
と
語
り
合
い
な
が
ら
、

情
報
収
集
す
る
場
と
し
て
開

催
し
た
。

議
員

市
長
は
金
田
、
城
島
、

大
野
の
三
公
民
館
で
対
話
集

会
を
行
っ
た
が
、
今
回
、
こ

の
三
か
所
を
選
定
し
た
理
由

を
伺
い
た
い
。

市
長

開
催
し
た
会
場
に
つ

い
て
は
、
対
話
集
会
に
す
べ

て
の
市
民
を
対
象
に
募
集
し

た
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
地
域

に
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
。

議
員

市
民
の
募
集
定
員
は

一
会
場
当
た
り
二
五
人
で
あ

っ
た
が
、
定
員
設
定
の
基
準

を
聞
き
た
い
。

市
長

市
民
集
会
に
参
加
し

た
市
民
が
ど
の
よ
う
な
要
望

を
持
ち
、
ま
た
、
参
加
の
意

図
が
何
で
あ
っ
た
か
、
率
直

に
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
う

た
め
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り

が
気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る

人
数
と
し
た
。

議
員

こ
れ
ら
の
対
話
集
会

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

が
抱
え
る
課
題
や
要
望
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
印
象
的
で
有
意

義
な
意
見
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
る
の
か
。

議
員

市
税
の
納
期
前
の
全

額
一
括
納
税
者
に
対
す
る
前

納
報
奨
金
制
度
を
十
六
年
度

か
ら
廃
止
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
制
度
施
行
後
、
今
日
ま

で
の
経
過
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

本
市
で
は
、
こ

の
制
度
を
昭
和
二
十
九
年
度

か
ら
導
入
し
た
。
当
初
は
、

報
奨
金
の
対
象
と
な
る
税
額

に
上
限
を
設
定
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
経
済
情
勢
の
変
化

に
応
じ
て
二
度
、
上
限
を
引

き
下
げ
て
き
た
。

議
員

制
度
導
入
後
、
四
九

年
経
過
す
る
が
、
こ
の
制
度

の
廃
止
の
理
由
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

廃
止
の
理
由
と

市
長

対
話
集
会
で
得
ら
れ

た
意
見
等
は
、
早
期
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
掲
載

す
る
。
ま
た
、
市
民
意
見
等

を
掲
載
し
た
冊
子
を
公
民
館

や
図
書
館
等
の
公
共
施
設
に

設
置
し
た
い
。

議
員

今
後
の
対
話
集
会
の

し
て
、
納
税
意
識
の
高
揚
を

促
進
す
る
と
い
う
所
期
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
、
適

用
の
な
い
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
納
税
者
に
不
公
平
感
が

あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

議
員

制
度
廃
止
ま
で
の
経

過
措
置
と
し
て
、
段
階
的
に

実
施
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長

上
限
額
の
引
き

下
げ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

上
限
額
は
こ
れ
ま
で
二
度
引

き
下
げ
て
お
り
、
現
行
よ
り

も
引
き
下
げ
る
こ
と
は
、
制

度
の
存
在
意
義
が
な
く
な
る

た
め
廃
止
と
し
た
い
。

納
税
者
へ
の
周
知

議
員

制
度
廃
止
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
部
長
・
納
税
課
長

広

報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自

治
会
の
回
覧
な
ど
で
行
う
。

ま
た
、
昨
年
・
今
年
の
納
期

前
の
一
括
納
税
者
に
は
個
々

に
通
知
す
る
。

助
役

八
月
に
募
集
を
行
い
、

一
一
人
か
ら
合
計
四
五
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
内
容

は
、
事
業
案
に
対
す
る
賛
否
、

事
業
の
進
め
方
の
助
言
、
新

た
な
事
業
の
提
案
な
ど
多
方

面
に
わ
た
っ
た
。

議
員

市
民
か
ら
の
応
募
が

少
な
い
た
め
、
市
長
の
思
い

を
反
映
さ
せ
る
に
は
不
十
分

な
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

応
募
件
数
は
少
な
か

っ
た
が
、
大
変
貴
重
な
内
容

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

計
画
案
の
策
定
に
十
分
に
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

十
月
に
再
度
、
計
画
案
を
公

表
し
、
意
見
を
募
集
す
る
。

財
政
の
見
通
し

議
員

国
は
、
国
庫
補
助
金

等
の
廃
止
・
縮
減
や
地
方
交

付
税
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、
第
三
次
実
施
計
画
策

定
に
当
た
っ
て
、
財
政
見
通

し
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て

い
る
の
か
。

助
役

国
で
は
、
国
庫
補
助

金
等
を
総
合
的
に
見
直
す

「
三
位
一
体
改
革
」
が
議
論

さ
れ
て
い
る
が
具
体
的
な
内

容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
の
動
向
が
注
視
さ
れ
る
。

ま
た
、
経
済
動
向
も
不
透
明

で
景
気
回
復
が
望
め
な
い
た

め
、
財
政
見
通
し
は
大
変
厳

し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

今
後
、
発
行
す
る
市

債
や
過
去
に
発
行
し
た
市
債

残
高
は
、
第
三
次
実
施
計
画

に
影
響
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

一
般
的
に
財
政

構
造
の
硬
直
化
を
示
す
一
つ

の
指
標
と
し
て
公
債
費
比
率

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
十
五

％
が
警
戒
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
十
五
％
を
下
回

っ
て
い
る
の
で
、
第
三
次
実

施
計
画
に
は
影
響
な
い
と
考

え
る
。
市
債
発
行
は
、
第
三

次
実
施
計
画
の
年
度
に
お
い

て
も
他
の
事
業
も
含
め
、
計

画
事
業
の
実
施
に
影
響
の
な

い
よ
う
留
意
し
て
い
き
た
い
。

第
二
次
実
施
計
画

実

績

と

評

価

議
員

第
二
次
実
施
計
画
の

事
業
に
お
け
る
実
績
と
評
価

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

十
四
年
度
ま
で

の
事
業
の
着
手
状
況
は
、
四

四
〇
計
画
事
業
の
約
九
〇
％
、

計
画
額
に
対
す
る
事
業
費
の

執
行
率
は
五
五
％
と
な
っ
て

お
り
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
と

評
価
し
て
い
る
。

議
員

第
二
次
実
施
計
画
で

の
財
政
規
模
は
、
十
二
年
度

の
決
算
額
を
基
準
に
一
年
ご

と
に
一
％
程
度
の
増
加
を
見

込
ん
で
計
画
し
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

財
政
規
模
は
、

計
画
で
は
約
二
二
三
一
億
円
、

実
績
は
約
二
二
四
二
億
円
を

見
込
ん
で
お
り
、
お
お
む
ね

計
画
財
政
規
模
と
な
っ
て
い

る
。
市
税
収
入
で
は
、
三
か

年
全
体
で
約
三
五
億
円
の
減

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
計
画
事
業
の
実
施
に
影

響
が
な
い
よ
う
、
臨
時
財
政

対
策
債
等
の
活
用
を
図
っ
て

い
る
。

開
催
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

市
長
・
企
画
部
長

地
域
に

伺
い
、
市
民
の
方
々
と
語
り

合
っ
た
こ
と
で
、
市
民
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
改
め

て
実
感
し
た
。
意
見
を
交
わ

す
中
で
、
地
域
の
見
え
な
か

っ
た
こ
と
が
見
え
、
新
た
な

発
見
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
継
続
し
て
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
今
後
も
地
域
を
替
え
、

定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

市
民
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
目
指
す

市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度

廃
止
の
経
緯
た
だ
す

市
民
と
市
長
の
対
話
集
会

開
催
方
法
な
ど
尋
ね
る

議
員

今
年
も
ま
た
、
新
年

度
予
算
の
編
成
作
業
を
行
う

時
期
と
な
っ
て
き
た
。
予
算

編
成
は
市
長
に
就
任
し
て
手

掛
け
る
大
変
重
要
な
仕
事
で

あ
る
が
、
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長

近
年
、
市
税
収
入
は

景
気
の
低
迷
に
よ
り
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
政
策
的
経
費
に

充
当
で
き
る
一
般
財
源
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
十
六
年
度

も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

福
祉
や
環
境
施
策
、
地
域
経

済
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
は
、

現
在
策
定
中
の
第
三
次
実
施

計
画
に
位
置
づ
け
、
来
年
度

か
ら
の
三
か
年
で
実
施
し
て

い
き
た
い
。

議
員

市
税
収
入
の
増
加
が

見
込
め
ず
、
厳
し
い
財
政
運

営
の
状
況
で
、
予
算
編
成
方

針
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

予
算
編
成
方
針
は
、

現
在
、
策
定
中
で
あ
る
が
、

「
市
民
参
加
の
行
政
運
営
」、

「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
職
員
の
通
勤
手
当

支
給
方
法
の
変
更
を

議
員

財
政
事
情
が
厳
し
い

折
、
い
ま
だ
に
市
職
員
の
定

期
券
に
つ
い
て
は
一
か
月
ご

と
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

経
費
削
減
の
た
め
、
通
勤
手

当
の
一
括
支
給
の
導
入
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

十
五
年
度
の
人

事
院
勧
告
で
一
括
支
給
を
基

本
と
す
る
変
更
の
勧
告
が
さ

れ
て
お
り
、
人
事
院
勧
告
を

尊
重
す
る
立
場
や
経
費
削
減

か
ら
支
給
方
法
の
変
更
の
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
会
議
で
総
括
質
問

本
会
議
で
総
括
質
問�

を
行
っ
た
議
員

を
行
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っ
た
議
員�

○
平
塚
ク
ラ
ブ

金
子
修
一
・
黒
部
栄
三
・

吉
野
和
美
・
出
縄
喜
文
・

w
橋
紀
英
・
岩
田
耕
平

○
平
塚
な
で
し
こ
21
議
員
団

小
林
保
雄
・
府
川
正
明
・

出
村
光

○
公
明
党
平
塚
市
議
員
団
　

松
崎
清
子
・
穂
坂
光
俊
・

鈴
木
晴
男

○
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団

渡
辺
敏
光
・
松
本
敏
子

○
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動

武
藤
馨
子

○
こ
の
ほ
か
、
市
政
ク
ラ
ブ
、

ひ
ら
つ
か
企
画
室
、
ひ
ら

つ
か
市
民
の
党
の
議
員
も

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

新平塚市総合計画・改訂基本計画�
16～18年度の第3次実施計画策定で論議�16～18年度の第3次実施計画策定で論議�

基本的考え方問う�基本的考え方問う�


